
 

   
私、福吉美津江と申します。 

広島の図書館で働く２３歳です。 

私、明るく元気に育ってきましたが 

あの ピカが・・・ 

あれから３年経つのに・・・。 

その私が なんと 

先週の金曜日に 

恋をしました。 

一目惚れです。 

□開催日時 ①令和７年８月１０日（日）午前の部 

       １０時００分～１１時３０分「読み語り芝居」 

       １１時４５分～１２時１５分「アンパンマン紙芝居」 

      ②令和７年８月１０日（日）午後の部 

       １３時３０分～１５時００分「読み語り芝居」 

       １５時１５分～１５時４５分「アンパンマン紙芝居」 

      ※読み語り芝居については、幼児のみなさんには難しい内容となっております。 

       アンパンマン紙芝居だけの参加も可能です。 

■会  場 前橋市大胡公民館 ホール（前橋市河原浜町４８３） 

□対  象 市内にお住まいの方 

■募集人員 各回５０名（先着） 

□入 場 料 無 料 

■申 込 先 前橋市大胡公民館（前橋市河原浜町４８０） 

□申込方法 右のＱＲコードを読み取りお申し込みいただくか、 

      大胡公民館へ電話（027-283-0118）でお申し込み 

      ください。 

■申込締切 令和７年８月８日（金）  

□問合せ先 前橋市大胡公民館 電話：027-283-0118 am9:00～pm5:00(土日・祝日除く) 

＜出演＞  

よしだ ひろみ 

ヨロコンデ ぶっち 

大胡地区青少年育成推進員会主催  

 

  

 

読み語り芝居  

 大胡地区青少年育成推進員会では、この度、よしだひろみさん、ヨロコンデぶっちさんをお招きして

「読み語り芝居 父と暮せば」を開催します。 

 このお話は、「広島に原爆が落とされてから３年。被爆して生き残った２３歳の娘が恋をするのです

が、生き残った自分は幸せになってはいけないのではないかと前に進もうとしません。どうしても幸せ

になってもらいたいと思う父親が恋の応援団長として、しゃしゃり出てくる」という喜劇です。 

 当時、井上ひさしさんは、たくさんの被爆者の方々を取材し、書き上げられました。セリフのひとつ

ひとつの中に、被爆者の方々の体験と心情が込められていると思います。また、平和の大切さについて

考えさせられる内容となっております。 

 ２回上演で、各回９０分。アンパンマン紙芝居も各回上演後、開催します。 

 入場無料です。みなさん、ぜひ、ご来場ください。 

 ＜２回上演＞ 

※①か②のどちら

か一方にお申し込

みください。 


